
 

本実践はどのようなコンピテンシーが保健の授業で育成できるかを生徒の視点から検討したも

のである。生徒に質問紙調査を行い、教員の期待する資質・能力と比較した結果、「批判的思

考力」と「省察的思考力」の育成については教師と生徒の捉え方は一致していたが、「自己制御

力」と「エージェンシー」については、教師が期待するよりも生徒自身が育成を実感していた。 

保健の授業は学習内容（喫煙、飲酒、精神疾患など）そのものが実生活に役立ち、思考

力を促すものであるが、学習内容に加えて、両教諭が考案した学習活動（ヘルススピーチ、人体

実験レポート、スクラップ・ノート、グループ発表など）が様々なコンピテンシーを育成しうることが示

された。 
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